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6 

令和4年1～３月の主な事業計画(１月5日現在) 
（今後、新型コロナウイルス感染拡大防止のために 事業の中止・延期があります） 

月 日 事 業 計 画 月 日 事 業 計 画 

1 

16(日) 

17(月)～ 

22(土) 

新春ふれあいお楽しみ会     中止 

新春健康体操開始(６回）    中止 

ボウリング大会         中止 

2 

6(日) 

18(金) 

20(日) 

第2回地区懇談会 

教養講演会         中止 

定例役員会 

3 13(日) 定例役員会 

発  行：大沼学区コミュニティ推進会 

責 任 者：会 長 神谷 九二男 

編  集：広 報 部 

住  所：日立市東金沢町５－７－１ 

大沼交流センター内 
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てｌ 

令和 4年 1月 20日 

令和４年 新年挨拶 

大沼学区コミュニティ推進会 

会長 神谷 九二男 

コロナ禍における新年を、第５波を乗り越え、お元気に 

迎えられたことは何よりと、お慶び申し上げます。 

 大沼学区コミュニティ推進会（コミ進会）においては、 

専門部で計画した事業のほとんどを中止せざるを得なく、 

皆様の楽しみや学習等の機会が無くなると共に、大沼まつり、 

防災訓練、河川一斉清掃等の中止により、学区全体活動も   

十分できなかったことは大変残念でした。そんな中、地域においては、身の周り
の除草など、自発的な環境保全活動が行われるようになりました。「自分たちの地
域は自分たちで守る」という、まさに地域コミュニティ活動の基本でもあり、ご
尽力いただいた方々に敬意を表します。また、コミ進会役員の方々には、長期に
わたるコロナ禍にもかかわらず、総会や役員会などの開催（書面開催）、各専門部
の事業判断、広報紙等による情報伝達、市等との外交対応等々、コミ進会の運営
基盤の維持にご苦労をいただき、厚く御礼申し上げます。 

一方、市政においては、昨年１０月から①市報の全戸配布、②防犯灯の市管理が
運用開始されるなど、大きな動きがありました。大沼学区では、地域の方々の負担
軽減を第一に考慮し、①では、「業者ポスティング方式」を選択し、②では、新規
設置要望を防災部で纏めることとしました。加えて、毎年行われている共同募金活
動においては、集金受付場所をセンター内（福祉部室）に設置して便宜を図ること
にしました。これらの検討や対応においては、コミ進会役員や交流センターの方々
の大変なご尽力があり、改めて感謝申し上げます。 

地域の高齢化が進み、コミュニティ活動の在り方が問われている中、「日立市コ
ミュニティ活動の在り方検討委員会」からの提言があり、それを受けて市コミュ
ニティ推進協議会においてコミュニティ活動推進行動計画が策定されました。今
後、大沼学区への適用性を検討し、昨年来検討してきたコミ進会の組織・運営の
合理化と併せて、「明るい住みよいまちづくり」に向けて必要な対応を採ってゆく
ことになります。 

皆様の本年のご健勝を祈念すると共に、コミュニティ活動への積極的な参加を
お願いしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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第 188号 

文化部紹介 

文化部 部会長  

粟生 寛治 

(東金沢町 5丁目) 

 

 
 

令和３年度の文化部の事業は残念な

がらコロナ感染拡大防止のため、すべ

ての事業中止を余儀なくされました。 

さて、文化部が担当している年間事

業は主に二つあります。 

一つ目が「大沼魅力再発見ウォー

ク」です。これは日立市コミュニティ

推進会が主催している「日立魅力再発

見ウォーク」の一環として実施するも

ので、大沼学区では秋空の中をウォー

キングしながら学区内の名所旧跡を探

訪します。主なコースは「金沢弁天公

園(厳島神社)」、「幕末の大沼海防陣屋

跡」、「延命地蔵尊(江戸時代作)」等で

す。 

二つ目が「新春ふれあいお楽しみ

会」です。子供たちを主役に、新春の

ひと時を交流センターの中庭で楽しん

でもらう事業です。 

「ふるさと」つくり 

コミ進 副会長 

 佐藤 忠良 

(東大沼町 2丁目) 

 

 

 

コロナの感染が未だ収束を見通せな

い状況のため、今回も年末年始にふる

さとへ帰省出来ず、残念な思いをした

人も多かったかと思います。ふるさと

への距離は遠くなる一方です。 

ふるさとは時に「古里」や「故郷」

と表されますが、生まれ育ち子供の頃

に遊んだ思いを懐かしむには、「ふるさ

と」が合うような気がします。 

人は、年を重ねれば重ねるほどに郷

愁に駆られるのかも知れません。住ん

でいる周りの風景や日常のありふれた

過ごし方の中にも、遠い昔のふるさと

の情景を重ね、夢中で遊んだことや心

に残っていることを思い出し、知らず

知らずの内に懐かしんでいることも多

いものです。それだけ子供の頃の思い

出の記憶は強く、何時までも大切で特

徴的に残っているものだと思います。 

今、地域の子供たちをみると、私達

が過ごした時代とは環境が激変してい

て、ふるさとを感じる風景や過ごし方

の印象が弱くなってきているように思

われます。野山を駆け巡りとは行かな

くても、子供たちが将来日立を離れて

も、望郷の念にかられるような、ある

いは他人に自慢の出来る魅力あふれる

ふるさとにしていきたいし、つくって

行きたいものです。そうしたふるさと

が作れれば、子供心にも強く印象つけ 

 

ることができ、何処に住んでも長く心

に残るものと思います。近年はふるさ

と納税や Uターンなど、ふるさとへの

思いを馳せる取り組みも多くなってい

ます。 

魅力ある地域つくりは、心に残るふ

るさとづくりかもしれません。知恵を

出し合って、子供達が将来、誇れてそ

して懐かしめる地域・ふるさとづくり

が大切かと思います。 
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令和 4年 1月 20日 

編 集 後 記 

「継続は力なり」。 

この言葉に最初に出会ったのは、時をさかのぼること 50数年前である。入社し

たその会社では始業前に職場で朝礼があり、その日の作業内容、部下の健康状況

を確認するのが上司である主任の役目となっていた。仕事を続けることによって

新人達に、早く一人前になってもらうために必要と判断した当時の上司が朝礼の

中で紹介してくれた言葉である。 

さて、今年もいろいろ計画された方も多いのではないでしょうか。計画して実

行する。そこには失敗もあり、どうやってそれを乗り越えるかで知恵を出す。そ

の繰り返しで、どんどん上達するのであるが、最初の失敗で挫折している方も多

い。 

継続の重要さはいつの時代も変わるものではない。この広報紙も 188号を数え

る。諸先輩が連綿と続けてきた広報紙を絶やすわけには行かない。 

寅年の今年、心を寅にして、いや鬼にして誓った次第である。（a） 

内容はコマ回し、羽根つきなどの昔あ

そびコーナー、ゲームコーナー、餅つ

き、綿あめ作りの体験コーナー、さら

には、やき鳥の販売などです。 

最後に「大沼まつり」ですが、従来

文化部の事業として実施していたもの

を、コミ進の直轄組織として「大沼ま

つり推進委員会」を立ち上げ、この中

で計画し実行するようにしました。 

大沼まつりは３６回にもおよぶ歴史

ある行事であり、今後も継続して行く

ためには、時代の変化にあった大沼ま

つりにする必要があります。令和２年

度および３年度はこの新組織で実施に

向け計画しましたが、新型コロナの関

係で実現には至りませんでした。 

最近の県内の感染状況を見ますと減

少傾向にあり、令和４年度は、前記し

た２つの事業および３年ぶりとなる大

沼まつりが新しい組織のもとで開催で

きることを念願しております。 

＝まちの情報版＝ 

今回は交流センターの皇帝ダリアを

取り上げます。 

この皇帝ダリアの球根は当センター

を利用している方からいただいたもの

で花壇に植えて、今年で４年目になり

ます。毎年二階のベランダに届くほど

の大きさに育ち、可憐な薄紫色の花を

つけるので、交流センターを訪れる

方々からよく質問を受けることがあり

ます。 

皇帝ダリアはキク科の植物で、日照

が短くなると花を咲かせる習性があ

り、１１月から１２月にかけて見ごろ

になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大沼交流センターたより 第 88号(令和 4年１月 20日)  
   大沼交流センター運営委員会  日立市東金沢町5-7-1  

    ☎ 35-8329 IP 050-8012-4068 

      http://www.net1.jway.ne.jp/ohnuma-ko-c/ 

データ放送視聴のお知らせ 

各交流センターのお知らせを JWAYのデ

ータ放送でも見ることができます。下記に

手順を示しますので、ケーブルテレビに加

入している方はぜひ試してください。 
 

① テレビのチャンネルを「11」に合わ

せ、「ｄ」ボタンを押す。 

② リモコンの「黄色ボタン」を押してデ

ータ放送のメニュー画面を開く。 

③ リモコンでカーソルを移動し「コミュ

ニティ情報」を選択し「決定」を押

す。 

④ 大沼交流センターの情報が表示されま

す。 

⑤ もし他学区の情報を閲覧したい場合 

１） 上記④の操作で「地域設定」を

選択 → 決定 

２） 閲覧したい学区を選択 → 決定

で選んでください。 

会員募集のお知らせ 

下記の２グループで会員を募集してい

ます。興味のある方は下記の申込先に連

絡してください。 

・グループ名：ペイントクラブ陽だまり 

・活動場所：大沼交流センター 

・活動日時：毎月第４火曜日 

午後１時 30分～3時 30分 

・会  費：月 500円 

・募集人数：4名 

・申 込 先：前田潤子（☎ 34-5595） 

・グループ紹介：日用品などに手軽に 

ペイントするトールペイントを 

楽しんでみませんか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

・グループ名：スマイルの会 軽体操 

・活動場所：東金沢体育館 

・活動日時：毎月第 1～3火曜日 

午後 1時～3時 

・会  費：月 1000円 

・募集人数：若干名 

・申 込 先：佐川よし子(☎ 34-4192) 

・グループ紹介：軽体操、ストレッチを 

する楽しく明るいグループです。 

クリスマスの飾りつけを行いました 
 

11月下旬にクリスマスの飾りつけを行

いました。 

正面入り口付近に 

イルミネーションを、 

ロビーにツリーを 

飾りました。 

華やいだ雰囲気に 

なり、来館者の目を 

楽しませています。  

 

 

 


